
バレンタインにあげる、手作りデコレーションのお菓子作り。
家族や友人、大切な人への想いは最高のトッピング。

あなたの手作りバレンタイン
2 月 10 日／県立三沢航空科学館

CONTENTS
08　市政の動き
16　マックチャンネルガイド
18　出来事通信
20　みさわ情報ネット
26　PickUp  親子標語
27　PickUp  自殺予防講演会
28　WVC へ
　　三沢初の入学者

02  特 集　基地内大学のススメ

日帰りできる

　海外留学

2013 年
（平成 25 年）

№ 701

月号３
広
報
広
報



　

数
十
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
机

を
並
べ
る
前
で
行
わ
れ
る
、
外

国
人
講
師
の
授
業
。
飛
び
交
う

言
葉
は
も
ち
ろ
ん
全
て
英
語
。

講
師
の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
、
筆
記
す
る
受
講
生
の
中
に

日
本
人
の
姿
が
あ
っ
た
。一
見
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
授
業
風
景

と
留
学
生
の
姿
の
よ
う
だ
が
、

こ
の
教
室
は
米
軍
三
沢
基
地
内

に
あ
る
基
地
内
大
学
の
一
室
。

▲平成２年に行われた第１回就学式の様子

　本来、基地内大学は米軍人や軍属、その

家族のために開設された教育機関。当初、

日本人の入学は認められていなかった。現

在のように、多くの日本人が学べるように

なったのは、当時の県民の熱心な活動のお

かげである。

　発端は昭和 57 年。むつ市で英語塾を経営

していた富岡哲氏が、外務省と文部省（現

文部科学省）に問い合わせたことが全ての

始まりだった。氏は三沢英語学校の沢田理

事長（当時）らと共に米軍三沢基地、青森県、

外務省、米国国防総省と日本人就学につい

て粘り強く交渉を継続。日米地位協定上困

難との見解もあったが、昭和 62 年に沖縄県

嘉手納基地の基地内大学に日本人就学が認

められたことから、三沢市と氏は県や国へ

の働きかけを強めた。数年にわたる関係者

の尽力はついに実り、平成２年４月、当時

の北村県知事とデベルヴュー第 432 戦闘支

援群司令との間で就学事業に関する覚書が

締結。日本人の基地内大学就学が実現した。

　同月に開始した初の募集には 108 人が応

募。TOEFL 試験と面接試験を経て、41 人が

合格し第１期生となった。２期目の平成３

年からは、財団法人 青森県国際交流協会が

就学事業を実施。平成 15 年からは関係者や

卒業者が三沢基地内大学就学協議会を設立

し、就学者への支援を続けている。

（参考　三沢市史 続通史編）

基地内大学
日本人就学の道のり

日
帰
り
で
き
る

　
　
海
外
留
学

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

　
　
受
け
る
高
等
教
育

　

現
在
、
米
軍
三
沢
基
地
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
セ
ン
ト

ラ
ル
・
テ
キ
サ
ス
短
期
大
学
」「
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
」「
ト
ロ
イ
大

学
院
」「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
院
」

の
４
つ
の
大
学
。
い
ず
れ
も
日
本

人
の
就
学
生
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
４
０
０
人
以
上

が
、
そ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
い
る
。

　

各
大
学
で
異
な
る
が
、
授
業
の

多
く
は
夕
方
に
開
講
さ
れ
る
た

め
、
仕
事
に
就
き
な
が
ら
大
学
に

通
う
人
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

ど
う
し
て
も
時
間
が
合
わ
な
い
就

学
者
の
た
め
に
通
信
講
座
の
授
業

も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
受
講
生
の

生
活
に
合
わ
せ
た
時
間
に
勉
強
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
受
講
ペ
ー
ス

も
自
分
で
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
仕
事
が
忙
し
い
期
間
は
受
講

を
休
む
な
ど
６
～
８
年
か
け
て
卒

業
す
る
人
も
珍
し
く
な
い
。

　

授
業
は
全
て
英
語
。
日
本
人
だ

か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱
い
は
な

い
。
就
学
の
目
的
は
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
ネ
ー
テ
ィ
ブ
な

ア
メ
リ
カ
英
語
に
囲
ま
れ
た
環
境

で
ア
メ
リ
カ
本
土
と
同
様
の
単

位
・
資
格
を
取
得
で
き
、
知
識
や

能
力
・
キ
ャ
リ
ア
の
向
上
、
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
の
生
涯
学
習
も
で
き

る
こ
の
学
び
舎や

に
は
、
全
国
か
ら

幅
広
い
年
代
の
日
本
人
が
集
ま
り

熱
心
に
学
ん
で
い
る
。

仕
事
を
し
な
が
ら
の
就
学

　
生
活
に
合
わ
せ
た
就
学

　

も
と
も
と
、
在
日
米
軍
基
地

に
勤
務
す
る
軍
人
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
基
地
内

大
学
は
、
当
初
、
日
本
人
は
就

学
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
三
沢
市
や
就
学

を
希
望
す
る
人
々
の
熱
意
と
粘

り
強
い
努
力
に
よ
っ
て
平
成
２

年
、
米
軍
三
沢
基
地
内
大
学
へ

の
日
本
人
就
学
が
実
現
。
仕
事

や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
、
幅
広

い
世
代
の
日
本
人
が
、
ア
メ
リ

カ
の
高
等
教
育
を
受
け
る
「
日

帰
り
留
学
」
で
、
そ
の
能
力
を

高
め
て
い
る
。

特  

集

基
地
内
大
学
の
ス
ス
メ

三沢市
31.9％

八戸市
20.9％

青森市
12.7％

十和田市
7.2％

ほか県内市町村
18.2％

県外 9.1％

基地内大学  入学者の出願時住所
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1

2

3

4

5

6

セントラル・テキサス短期大学 メリーランド大学 トロイ大学院 フェニックス大学院

学位／
開設学科

応
用
科
学
準
学
士

▶応用経営
▶コンピュータ応用経営
▶刑事司法
▶刑事司法更生業務専門
▶幼児教育
▶企業幹部アシスタント
▶防火技術
▶一般教養
▶情報技術
▶法律アシスタント
▶ネットワークシステム管理
▶レストラン＆料理経営
▶国土安全保障＆危機管理
▶航空保守技術

文
学

学
士 東アジア研究、コミュニケーショ

ン学、英語、歴史、等

理
学
修
士

国際関係学
　グローバルスタディ
　地域情勢
　国家補償関係

修
士
（
Ｍ
Ｍ
）

経営管理学
人材管理学

理
学
博
士

会計学、経営管理学、コンピュー
タ学、一般教養、コンピュータ
及び情報学、政治学、人材管理、
管理学、情報保証、心理学、情
報システム管理、刑事司法、デ
ジタルメディア及びウェブ技術

文
学

準
学
士

会 計 学、 経 営 及 び 管 理、 コ ン
ピュータ学、管理学、一般カリ
キュラム、朝鮮学、数学、日本
学

修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

経営学

修
了
証

課
程 会計学、コンピュータ学、日本学、

朝鮮学、管理、等

学　費
入学費　なし
学　費　US$250 ／単位
　　　　（通常１科目１～４単位）

入学費　US$  50
学　費　US$212 ／単位
　　　　（通常１科目１～４単位）

入学費　US$  50
学　費　US$330 ／単位（通学）
　　　　US$448 ／単位（通信）
　　　　　（通常１科目３単位）

入学費　US$  45
（大学で入学手続きができる場合は無料）
学　費　US$290 ／単位
　　　　（通常１科目１～４単位）

卒業単位数 60 ～ 74 単位（学位により異なる）
学士 120 単位、準学士 60 単位、
修了証課程 18 単位

36 単位
MBA は 36 単位
MM は 39 ～ 45 単位

学　期 ５学期制（１学期８週間） ５学期制（１学期８週間） ５学期制（１学期９週間） ７～８学期制（１学期６週間）

講義日程
基本的に１科目は平日週２回
月・水曜日または火・木曜日

基本的に１科目は平日週２回
月・水曜日または火・木曜日
※週１回の場合は土または日に開講

週末２回、土・日曜日
※平日の講座なし

MBA は通常平日週１回・水曜日
MM は通信のみ火曜日開始

講義時間 18:00 ～ 20:15
平日

１時限　16:40 ～ 19:20
２時限　19:30 ～ 22:10

9:00 ～ 17:00 18:00 ～ 22:00
土日

　　　　  8:30 ～ 12:30
　または  9:00 ～ 17:00

大学事務局
連絡先

E メール　misawa.jpn.pfec@ctcd.edu
☎ 77-2723

E メール　misawa-asia@umuc.edu
☎ 77-8290

E メール　misawa@troy.edu
☎ 77-3748

E メール　james.deviney@phoenix.edu
☎ 77-3687

　　本場のアメリカ英語に触れる環境
　　講義はもちろん、受講生同士の交流の

　中でアメリカの文化や考え方を知ること

　ができます。

　　高度な専門知識を習得できる
　　大学によって異なる開設学科では、高

　度で専門的な知識を習得することが可能。

　国際的な舞台で活躍する可能性が広がり、

　キャリアアップに役立ちます。

　　多彩に開講する教養科目
　　専攻科目だけでなく、歴史など教養科

　目も数多く開設されているので生涯学習

　としても最適です。

　　米国本国への留学にステップアップ
　　さらに高度な知識や能力の習得を求め、

　米国本国へ留学するためのステップにす

　ることもできます。

　　通学が困難でも通信科目を受講可能
　　基地内大学には仕事を持ちながら就学

　する人もたくさんいます。通学が困難な

　場合は、ビデオやインターネットでの通

　信科目を受講可能です。

　　入学金が安く、無駄のない授業料
　　基地内大学は入学金が比較的安く、履

　修する科目に応じて授業料を支払えるの

　で、自分が学びたい分の費用で済みます。

ESL プログラム ブリッジコース
履修科目 文法、リスニング、リーディング、スピー

キング、ライティング、ボキャブラリー
大学学習スキル※ TOEFL クラス

英語を母国語としない人々のための発
音とオーラルコミュニケーション、ラ
イティング、小論文と文法の基礎、ラ
イティング入門、学習と原理の戦略、
スピーチコミュニケーションの基礎

学　費
入学費　なし
学　費　US$250 ／単位

入学費　US$  50
学　費　US$212 ／単位

学　期 ５学期制（１学期８週間） ５学期制（１学期８週間）

講義日程
基本的に１科目は平日週２回
月・水曜日または火・木曜日

基本的に週２回
火・木曜日

講義時間 18:00 ～ 20:15 19:30 ～ 22:10

基地内大学  入学出願者の職業

民間事業所
28.3％

公務員
13.3％

基地内従業員 11.0％

無職など
（新卒者含む）

36.2％

教員 6.3％

主婦 4.9％

INTERVIEW

　三沢にいながら、米軍基地内の大学に通える。

アメリカ人のために提供されている教育機関の

中に日本人が参加できる。先生も同級生もほと

んどが外国人。こんな環境は他にあまりないの

ではないでしょうか。素晴らしい教育資源だと

思います。

　受講者は年齢も幅広く、考え方も違うため、

さまざまなテーマで交わすディスカッション

（議論）は外国人の考え方を知るよい機会であ

り、非常に勉強になりました。基地内大学では

毎日が発見です。

　基地内大学は単位ごとに授業を受けられるの

も魅力の一つ。「忙しいこの期間は休みたい」

ということもできます。働きながら生涯学習と

して８年、10 年かけて卒業する方も大勢いま

す。また、英語能力だけで入学できることも特

徴。入学に必要な TOEFL 試験も国際交流教育

センターで受けられます。さらに入学に向けて

英語能力を高められる場が整備されれば、より

入学を志す人も増えるのではないでしょうか。

毎日が発見の「新しい世界」

新
し ん ど う

堂  善
よ し ふ み

史 さん

　幸町在住。基地内大学の一つ、メ
リーランド大学に 2002 年から週４日
のペースで通い、経営学を中心にさ
まざまな講義を受講。講義や日米ク
ラスメートとの交流の中で、英会話
はもちろん、アメリカ人の視点や考
え方を学ぶ。
　2004 年には、基地内大学で磨いた
経営学の知識と英語能力を生かして
米軍三沢基地内に就職。2007 年卒業。
2011 年からはトロイ大学院に通う。

メリーランド大学 卒業生

INTERVIEW

　基地内大学で受講する日本人は、すごく真面

目で模範的。授業を真剣に受け、筆記をよく取

り、テストの成績も優秀な人が多いです。「受

ける」授業が中心のアジア人にとって、アメリ

カの積極的に双方向で発言する授業は戸惑われ

ることが多いようですが、それもまた文化の違

いとして学ばれることでしょう。

　基地内大学の魅力としては、まず、日本にい

ながら留学できるということ。留学のための生

活費はかからず、授業料も本土に比べ安価です。

また、学士などの資格であったり、力や自信を

得たかったりと人それぞれに目標を持って学べ

ることも魅力でしょう。単位も、仕事を持ちな

がら自分に合ったペースで取得できます。

　日本人就学者のために英語の理解度を確認す

るコースなどは用意されていますが、通常の講

義ではアメリカ人と全く同じに授業を受けるこ

とから、より勉強しなければなりません。それ

でも得るものが多い、アメリカの大学での受講

経験を希望されるなら、ぜひおいでください。

日本にいながら留学できる魅力

アイリーン ・
マクドナルド さん

　米軍三沢基地内メリーランド大学の
事務局に勤務。国内７つの事務所の入
学手続きを統括する。

メリーランド大学
　　　登録マネージャー

　セントラル・テキサス短期

大学とメリーランド大学に開

設されている、通常のレギュ

ラーコースの入学条件を満た

していない方を対象としたプ

ログラム。

　レギュラーコースで学ぶた

めのスキルを確認することが

でき、プログラム終了後、通

常のレギュラーコースを受講

できます。

基地内大学で
学べること

基地内大学をススメる

　　つの理由6

Yoshifumi  Shindo

Arlene  S.McDonald

University  of  Maryland  University  College  Asia

Field Enrollment Manager Japan

　短期大学から大学院まで、大学によってその内容は異

なる。学科や学費、卒業にかかる単位数、講義時間など、

自分に合った条件の大学を選択することがよりよい大学

生活につながる。
▲米軍三沢基地内にあるメリーランド大学の校舎

※１＄＝ 93.91 円として計算しています。
※授業料は変更になる場合があります。

ESL プ ロ グ ラ ム と ブ リ ッ ジ
コースは日本人就学者のため
に用意されたプログラム。
このプログラムだけの受講も
可能です。
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約 23,500 円
約 4,700 円

約 19,900 円 約 42,100 円

約 4,700 円

約 31,000 円

約 4,200 円

約 27,200 円

約 23,500 円

約 19,900 円

約 4,700 円



　

基
地
内
大
学
は
、
日
本
の
大
学

と
入
学
条
件
や
入
学
時
期
も
大
き

く
異
な
る
。

　

入
学
条
件
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
講
義
を
受
け
ら
れ
る
英
語
能

力
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
英
語
力
判
定
テ

ス
ト
で
の
一
定
以
上
の
ス
コ
ア
取

得
と
面
接
試
験
。
英
語
能
力
に
不

安
を
覚
え
る
日
本
人
就
学
生
の
た

め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
テ
キ
サ
ス
短

期
大
学
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に

は
、
会
話
や
筆
記
な
ど
一
通
り
の

英
語
能
力
を
確
認
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
け
の
受
講
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

財
団
法
人
の
青
森
県
国
際
交
流

協
会
で
は
年
に
２
回
、
３
月
と
８

月
の
入
学
に
合
わ
せ
て
、
説
明
会

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
試
験
、
就
学
準
備

基
地
内
大
学
就
学
へ
の
道

説
明
会
な
ど
を
実
施
。
日
本
人
就

学
者
の
た
め
の
入
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

に
も
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
基
地

内
大
学
を
卒
業
し
た
日
本
人
が
組

織
す
る
三
沢
基
地
内
大
学
就
学
協

議
会
で
も
、
新
た
な
日
本
人
就
学

者
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

平
成
２
年
の
日
本
人
就
学
開
始

以
来
、
入
学
者
に
対
す
る
卒
業
者

の
数
は
少
な
い
が
、
卒
業
や
資
格

取
得
も
就
学
目
的
の
一
つ
。
実
際

に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
よ
り
も

少
な
い
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
で
得
ら

れ
る
知
識
と
経
験
は
魅
力
的
だ
。

日
本
の
大
学
で
得
た
単
位
の
一
部

を
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
単
位
に
換

算
で
き
る
制
度
も
あ
る
。

　

国
際
文
化
都
市
・
三
沢
か
ら
日

帰
り
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
で
き
る

基
地
内
大
学
は
、
熱
意
あ
る
日
本

人
の
就
学
を
待
っ
て
い
る
。

大　学 コース 学位等
入学に必要な英語能力基準点 入学に必要な

その他の要件
TOEFL

英検 IELTS
ITP PBT iBT

セントラル・テキサス短期大学
レギュラーコース 準学士 520 点 68 点
ESL プログラム 400 点 32 点

メリーランド大学
レギュラーコース 学士・準学士 550 点 79 点 準１級 6.5 点
ブリッジコース 450 点 450 点 45 点 ２級 4.0 点

トロイ大学院 レギュラーコース 修士

523 点 70 点 6.0 点
GRE 920 点

GMAT 490 点

MAT 396 点

または ACT Compass ESL 270 点
※リスニング・リーディング・文法のいずれも 85 点を下回らな
　いこと。また、ライティングは 12 点中最低でも 8 点以上であ
　ること。

フェニックス大学院 レギュラーコース 修士
550 点 80 点

GPA 2.5
TOEIC 750 点、Berlitz Exam 550 点

　　※上記の学位はアメリカの大学の資格であり、日本の大学の資格とは異なります。　※通学講座の他に、通信講座があります。

　　※ ESL プログラム、ブリッジコース講座は、最低人数に満たない場合は開講を見合わせる場合があります。

募集人数　短期大学、大学、大学院を含めて 50 人程度

応募資格　以下のＡ、Ｂ両方を満たす者

　Ａ．日本国籍があり、次のいずれかに該当する者
　　　①日本の高等学校を卒業した者、または卒業見込みの者

　　　②大学入学資格検定、または高等学校卒業程度認定資格合格者

　　　③高等専門学校３年次修了者

　　　④上記①と同等以上の学力があると各大学が特に認めた者

　　　⑤大学院応募者は学士号を取得した者、または同等の資格があ

　　　　ると各大学が特に認めた者

　Ｂ．各大学が定める入学条件（下表参照）を満たしている者

応募の手続き　次の出願書類を募集締切日までに、提出してください。
提出書類 摘要

①願書 「三沢基地内大学受験願書」様式に必要事項を記入し、⑤の写真を貼付したもの

②英語資格の成績表
入学条件を満たす TOEFL、IELTS、TOEIC などのスコアレポートの原本、英検の場合は合格証明書の写しとスコア

レポート（未開封のもの）

③その他の成績表 GPA、GRE、GMAT、MAT

④卒業証明書等

セントラル・テキサス短期大学
高等学校の卒業証明書・成績証明書（日・英　両方）
最終卒業校の卒業証明書・成績証明書（日・英　両方）

メリーランド大学 最終卒業校の卒業証明書・成績証明書（日・英　両方）
トロイ大学院 最終卒業校の卒業証明書・成績証明書（日・英　両方）
フェニックス大学院 最終卒業校の成績証明書（日・英　両方）

⑤証明用写真（２枚） 3.5㎝× 4.5㎝（パスポートサイズ）裏面に氏名を記入（※撮影後６カ月以内のもので、うち１枚は願書に貼付）

⑥住民票 発行後３カ月以内のもの

⑦和文レポート Ａ４用紙に 600 字以上 800 字以内、日本語で「なぜ米国の大学（短期大学）で学びたいのか」を Word 等で作成

募集期間　４月 15 日（月）～６月７日（金）

願書提出・お問い合わせ先
　財団法人 青森県国際交流協会（☎ 017-735-2221）　

　※資料は、国際交流教育センター（☎ 51-1255）でも配布しています。

基地内大学  秋期就学者を募集します

　

講
師
も
受
講
者
も
ほ
と
ん
ど

が
外
国
人
の
基
地
内
大
学
は
、

貴
重
な
教
育
環
境
で
あ
り
資
源

だ
。
最
低
限
受
講
に
必
要
な
一

定
の
英
語
力
と
学
力
さ
え
あ
れ

ば
年
齢
や
経
歴
、
仕
事
の
有
無

な
ど
に
関
わ
ら
ず
入
れ
る
門
戸

は
広
い
。

　
「
入
学
す
る
は
易
し
、
卒
業

す
る
は
難
し
」。
英
語
力
不
足

や
授
業
方
式
の
違
い
、
仕
事
と

勉
学
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど
か

ら
休
学
・
退
学
し
て
し
ま
う
人

も
多
い
が
、
そ
れ
で
も
挑
戦
し

て
得
ら
れ
る
も
の
は
多
い
。
日

常
的
に
会
話
す
る
こ
と
で
鍛
え

ら
れ
る
英
語
力
や
専
攻
科
目
の

知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
や
受

講
生
同
士
の
交
流
の
中
で
知
る

外
国
人
の
視
点
・
考
え
方
・
文

化
。
ま
た
、「
外
国
人
か
ら
見

た
日
本
や
日
本
人
」
と
い
う
今

ま
で
と
は
違
う
視
点
か
ら
自
分

を
見
つ
め
る
機
会
。こ
れ
ら
は
、

外
国
人
の
中
で
学
ぶ
環
境
で
し

か
得
ら
れ
な
い
も
の
だ
。

　

こ
の
貴
重
な
教
育
資
源
を
生

か
し
、
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

【
特
集
】
日
帰
り
で
き
る
海
外

留
学　

完

挑
戦
し
て
得
る

　
　
貴
重
な
知
識
と
経
験

８月入学
（秋期）

３月入学
（春期）

４月 説明会

願書受付開始

11 月

５月 TOEFL ITP 試験 12 月

６月 願書受付締切

面接試験

１月

７月 ２月

８月
就学準備説明会

就学開始

３月

基地内大学の

入学スケジュール
　基地内大学への日本人就学時期は

年２回。それぞれに、財団法人  青

森県国際交流協会で説明会や願書受

付など入学スケジュールを組んで対

応しています。

100 人

  80

  60

  40

  20

基地内大学  入学者・卒業者の推移 説明会参加者
出願者
入学者
卒業者

平
成
24
年

平
成
20
年

平
成
15
年

平
成
10
年

平
成
５
年

平
成
２
年

06市役所代表　☎ 53-511107 広報みさわ　2013・03

特集　日帰りできる海外留学 特集　日帰りできる海外留学

　セントラル・テキサス短期大学は準学士課程
を最短で２年、メリーランド大学は準学士課程
を２年と学士課程を４年、トロイ大学院とフェ
ニックス大学院は修士課程を１年半で取得でき
るようにカリキュラムが組まれており、卒業す
るには各大学で専攻される学科により求められ
る数の単位取得が必要です。
　卒業すると米国本土で公認されている準学士
号、学士号、修士号が与えられます。
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3 4 5

体育功労者等表彰状授与式

体育協会功労者

内海秀
ひ で の り

則（サッカー協会）小比類巻佳
か よ こ

代子（卓球協会）山田安
や す こ

子（ゴルフ協会）中居修
しゅういち

一（剣道協会）阿部都
つ づ こ

都子（ソフトテニス協会）布村伸
し ん じ ろ う

二郎（バレーボール協会）

西沢昭
あ き ひ ろ

博（スキー協会）石井修
し ゅ う ご

吾（ホッケー協会）鈴木唯
た だ い ち

一（アイスホッケー協会）堀内恭
き ょ う こ

子（テニス協会）根岸良
よ し か つ

克（ボウリング協会）半崎信
の ぶ ひ ろ

博（空手協会）

スポーツ優秀賞

佐藤聖
せ い や

也（仙台育英学園高校硬式野球部）中村優
ゆ に か

花（柴田女子高校バスケットボール部）

スポーツ賞（一般）

小比類巻流
さ す が

石（三沢モータースポーツ協会アクアレーシング）

スポーツ賞（高校生の部）

斗沢千
ち あ き

暁・小野寺清
せ い か

香・赤川楓
かえで

・鈴木彩
あ や の

乃・中野渡陽
は る か

香・遠藤京
みさと

・春日理
り か こ

香子・髙木星
せ い な

那・中村夢
ゆ め の

乃・竹内由
ゆ か

佳・洞内綾
あ や か

香・田中美
み ほ

穂・坂下愛
あ い

・伊沢香
か な

南・

佐々木彩
あ や

、田中幸
ゆ き み

実、小島侑
ゆ り

理・田名部靖
や す は

葉（三沢商バスケットボール部）端本翔
し ょ う ま

磨、蛯名秋
あ き と

斗（三沢商ラグビー部）大塚玲
れ お

央（八戸工大一アイスホッケー部）髙田駆
かける

（八

戸工大一登山部）成田直
な お の り

明（八戸工大一ウエイトリフティング部）佐々木竣
しゅんすけ

祐（光星学院柔道部）寺山直
な お き

輝（三本木ハンドボール部）篠塚日
に ち か

静（東奥義塾剣道部）

大内瑠
る き の

希乃・種市里
り な

菜・熊野美
み な み

南・三上彩
あ や の

乃（弘前学院聖愛バレーボール部）中嶋月
る な

（六戸ゴルフ部）神山夏
か よ こ

葉子、鍛治綾
あ や の

乃（三沢定時制陸上競技部）伊藤茜
あかね

（八

戸西テニス部）金川拓
た く ま

真（十和田工業少林寺拳法部）

スポーツ奨励賞（一般の部）

上野信
し ん や

也・渡部俊
と し ゆ き

幸、田端優
ゆ う じ

二（航空自衛隊三沢基地空手道部）田邊忠
た だ き

輝・花田朋
と も や

也・向谷地史
ふ み ひ ろ

拓（剣道協会三沢少年剣道隊）

スポーツ奨励賞（中学生の部）
佐々木頌

し ょ う ご

悟・大野和
か ず は

羽・北向稜
りょう

・冨田尭
とうい

・佐々木文
ふ み や

也・磯谷勇
ゆ う す け

輔・冨田日
ひ な と

南登・鎌本憲
け ん

・冨田泰
た い ち

地・新堂佑
ゆ う と

人・松館康
こ う す け

介・宮古凌
り ょ う た

汰・種市篤
あ つ き

暉・滝田直
な お と

大・

坂本啓
け い た

太・佐藤拓
た く み

海・小笠原大
だ い す け

輔・長倉賢
け ん た

汰・三村航
こ う だ い

大・尾崎遥
と う ま

真（第二中野球部）文
ぶ ん や

屋梨
り お ん

音・鈴木ひかり・赤沼佑
ゆ う

羽・志谷彩
あ や か

花・北向珠
み ゆ う

夕・山端佐
さ き

季・

荒木優
ゆ う な

那・加藤優
ゆ う き

希・吉田萌
も え

・佐々木万
ま り な

里菜・原田菜
な つ き

月（第一中バレーボール部）浪岡栞
か ん な

奈・平山比
ひ な

奈・川口璃
り お ん

穏・島谷日
ひ な こ

菜子・橋本茉
ま さ き

咲・小比類巻礼
れ い

・

内野佳
か な

那・立花清
さ や か

香・熊谷夏
な つ み

海・外ノ沢萌
も え か

香・小瀬川楓
ふ う か

華（中学生ホッケークラブ）武久智
ち さ き

咲、中居美
み ゆ き

唯樹・髙橋美
み さ き

咲、和泉菜
な な こ

々子、杉本才
さ い か

香、天間さくら・

長谷川舞
ま い

、山本ひなた・藤原碧
みどり

・沢口紗
さ や か

也佳（堀口中剣道部）海老名日
ひ な こ

奈子・古田みらの・平内美
み な み

奈実、河村望
み ゆ

友、中村颯
はやて

（第一中柔道部）中村正
せ い ぎ

義・

中村大
た い が

我・久保晏
あ ん じ

史、吉村渓
け い ご

冴（空手協会）林下侑
ゆ う せ い

聖（剣道協会三沢少年剣道隊）川村明
あ す み

日美（第三中陸上競技部）兼平俊
しゅん

（三本木高校附属ハンドボール部）山下翼
つばさ

（堀

口中 / 水泳）
スポーツ賞（小学生の部）

フィールド碧
あ み

海・竹島佑
ゆ た か

高・種市匠
し ょ う ま

真・小泉茉
ま や

耶・花田飛
と び い

翔・千曳はるい・フィールド マクスミリアン・佐々木清
せ い き ち

吉・青山然
ぜ ん の す け

之丞・月舘悠
ゆ う た

汰・岩織陽
みなみ

・

長根遼
は る き

生・竹島遥
は る き

輝、ケント リー・種市晃
こ う た ろ う

太郎、冨田光
こ う

、千曳晨
し ん た

太、斉藤海
か い と

渡・四木優
ゆ う せ い

成・三村美
み み

海・大久保春
は る な

奈・大久保うらら・長根樹
た つ き

生・三上昴
こ う だ い

大・

大野麗
れ い ら

羅・成田彪
あ や と

斗・岩織楓
かえで

（三沢ジュニアアイスホッケークラブ）小比類巻周
しゅう

・甲地洋
よ う す け

介・川口輝
ひかる

・川口澪
れ い

・長谷川巧
たくみ

・阪中隼
しゅん

・三上太
た い よ う

陽・小島智
と も や

也・橘右
う き ょ う

京、

田場虎
こ た ろ う

太郎・蛯名海
み く と

空斗、坂本七
な な み

海・大澤未
み ゆ

悠・池田菜
な な み

南・佐々木あこ・沼田千
ち え

笑・大谷采
あ や か

楓・三浦愛
ま な み

実・橋本華
か れ ん

怜・佐藤青
そ ら

空・田場礼
ら い む

夢・橘彩
あ や ね

音・池田桜
さ く ら

花・

佐々木裕
ゆ う か

花（岡三沢ホッケースポーツ少年団）向井夏
か り ん

琳・西尾麻
ま い

衣・及川彩
あ や な

那・吉田怜
れ い み

実・阿部彩
あ や な

奈・根岸桃
も も こ

子、石橋弥
や こ

子・堀ノ内瑠
る か

香・吉田珠
じ ゅ り

梨・野呂桃
も も か

花・

根岸美
み な み

波・西尾真
ま あ さ

麻、田浦鈴
り ん

音・菊池美
み か

花・増田ありさ・佐藤詩
し お り

織・小野早
さ ゆ み

有美・酒井涼
り ょ う か

夏・角谷美
み く

来・川端杏
あ ん な

奈（木崎野小バレーボールクラブスポーツ少年団）

豊田萌
も え こ

子・上村美
み づ き

月・山本祐
ゆ あ

亜・菅原海
み ほ

帆・北川咲
さ き

・齊藤藍
あ い こ

子・高橋鈴
す ず ね

音・長内ナナ・中村莉
り こ

瑚・相内桜
さくら

・赤沼舞
ま い

・藤原実
み さ

沙・太田紗
さ や

椰・畑内紀
き の

乃（岡三沢ミニ

バススポーツ少年団）松林佳
か ほ

歩・川口瑞
み ず き

希・蝦名亜
あ か ね

果音・岡田雛
ひ な り

里・立入那
な み

未・末林璃
り の

乃・田中千
ち え み

笑・片子澤千
ち ひ ろ

尋・田中瑠
る う

・新堂和
わ か な

叶・松林莉
り こ

子（木崎野ホッケー

スポーツ少年団）河村夢
ゆ め み

美、石田ひらり・浪岡美
み

すず、金崎こころ、中村真
ま り ん

凛、金崎ののか、伊沢唯
ゆ い

、久保心
し お ん

穏（空手協会）加藤龍
り ゅ う と

人、小泉颯
そ う た ろ う

太郎、米田拳
け ん と

斗、

加藤美
み ゅ う

結、三浦萌
も え こ

子・鷹架彩
あ や み

海、佐々木芹
せ り な

菜、押切ひなみ（全日本柔道少年団三沢分団）馬場雄
ゆ う だ い

大、種市紅
く れ は

葉、小湊麻
ま い こ

衣子、市川真
ま え

愛、松館百
も も か

花、松館愛
あ み

実・

佐々木愛
あ い

（おおぞら小 / なぎなた）平川怜
れ お

旺（剣道協会三沢少年剣道隊）後藤佳
か の

乃（岡三沢小 / 七戸ジュニアバドミントンクラブ）江上遼
り ょ う た ろ う

太郎（空道協会）

　

１
月
25
日
、
公
会
堂
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
三
沢
市
体
育
功

労
者
、
体
育
協
会
功
労
者
、
ス

ポ
ー
ツ
優
秀
賞
、
ス
ポ
ー
ツ

賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
の
受
賞

者
へ
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
体
育
功
労
者
表
彰
」
は
長

年
に
わ
た
り
各
競
技
で
の
指
導

育
成
に
著
し
い
功
績
を
残
す
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
社
会

教
育
の
振
興
へ
の
多
大
な
貢
献

が
認
め
ら
れ
た
方
を
表
彰
す
る

も
の
。
本
年
度
は
市
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
協
会
の
鈴
木
敏
宏

氏
、
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

伊
藤
幸
治
氏
、
財
団
法
人 

大

三
沢
柔
道
協
会
の
天
間
征
良

氏
、
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
の

田
邊
益
子
氏
の
４
人
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
協
会
会

員
と
し
て
長
年
、
後
輩
の
指
導

育
成
・
組
織
の
強
化
に
尽
力
さ

れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
体
育
協

会
功
労
者
表
彰
」
は
、
各
種
競

技
の
協
会
か
ら
計
12
人
が
受

賞
。
ま
た
、
全
国
大
会
で
上
位

入
賞
を
果
た
し
た
選
手
を
表
彰

す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
」
を

２
人
の
高
校
生
が
受
賞
。
さ
ら

に
、
日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
優
秀
な
成
績
を
残

し
た
36
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

を
、
１
９
３
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
鈴
木
敏
宏
氏
が
謝
辞
。
受
賞

を
こ
の
上
な
い
喜
び
と
し
な
が

ら
、
自
身
を
支
え
て
く
れ
た
多

く
の
関
係
者
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、「
今
後
と
も
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
通
じ
て
三
沢
市
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
皆

さ
ま
の
ご
厚
情
に
応
え
る
道
」

と
し
て
、
さ
ら
な
る
決
意
の
想

い
を
伝
え
ま
し
た
。

（敬称略）

平成 24 年度  三沢市体育功労表彰受賞者

鈴
す ず き

木  敏
と し ひ ろ

宏  氏（65 歳／三沢市アイスホッケー協会）

平成３年４月に設立した三沢市アイスホッケー協会の初代理事
長に就任。平成 16 年４月からは会長を務める。2003 年冬季
アジア大会において女子アイスホッケー競技等運営補助責任者
を務めたほか、日本リーグやアジアリーグを招致開催するなど、
市アイスホッケー競技の普及発展に尽力。平成９年以降は、高
い指導力で三沢ジュニアアイスホッケークラブの監督としても
青少年の健全育成・スポーツ振興に貢献している。

伊
い と う

藤  幸
こ う じ

治  氏（61 歳／三沢市バドミントン協会）

昭和 55 年７月に入会し、昭和 57 年４月に三沢市バドミント
ン協会理事長兼事務局長の要職を務める。以来 30 年間もの永
きにわたり、本市バドミントン競技の底辺拡大のため、教室や
大会の企画運営の陣頭指揮を執るとともに、自らも市代表選手
として県民大会や北奥羽総合体育大会などで活躍。また、昭和
57 年からは県バドミントン協会の理事に就任し、本市のみな
らず県内のバドミントン競技の普及発展に尽力する。

天
て ん ま

間  征
ま さ よ し

良  氏（66 歳／財団法人　大三沢柔道協会）

昭和 39 年に入会して以来、市代表選手として数々の大会に参
加し活躍。平成 10 年４月からは幹事長、平成 16 年４月から
は理事を務め、特に平成 11 年７月に武道館で開催された第１
回日仏親善交流柔道大会に参画し、日仏親善交流事業発展に寄
与。また、斉藤仁六段、篠原信一五段を招聘して柔道教室を開
催するなど青少年の健全育成に尽力。平成 11 年度から平成 22
年度までの永きにわたり、市体育協会副理事長としても貢献。

田
た な べ

邊  益
ま す こ

子  氏（73 歳／三沢市ソフトテニス協会）

昭和 49 年に入会し、理事を経て昭和 62 年からは副会長、平
成 13 年からは県レディースソフトテニス連盟会長の要職を務
める。また、県選抜チームとして全日本レディースソフトテニ
ス決勝大会に７回出場するなど選手としても活躍。高い技術力
と豊富な経験から指導育成にも尽力され、平成 23 年には、氏
が中心の三沢婦人ソフトテニスクラブが日本テニス連盟から優
良団体として表彰されるなど、多方面から高い評価を受ける。

平成 24 年度  三沢市体育協会功労表彰、スポーツ優秀賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞受賞者

1  表彰状を受け取った三沢市体育
　  功労表彰受賞者
2  体育協会功労者には市内各協会

　  から 12 人が選出された
3  スポーツ優秀賞を受賞した仙台

　  育英学園高校硬式野球部・佐藤
　  聖也くん
4  教育長 からスポーツ賞（一般の

　  部）を手渡される三沢モーター
　  スポーツ協会小比類巻流石氏
5  受賞者を代表して謝辞を述べる

　  鈴木敏宏氏

08市役所代表　☎ 53-5111
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募集期間
　３月１日（金）～ 15 日（金）
現地見学
　はまなす団体活動センター（旧第三中学校体育館）
内を見学することができます。見学日は指定させてい
ただきますので、お問い合わせください。
応募・問い合わせ先
　教育総務課　施設係（内線 366）

はまなす団体活動センター（旧 第三中体育館）の利用団体を募集します
教育委員会　教育総務課（内線 366）

　市では、４月より廃校となる旧第三中学校の体育館
（はまなす団体活動センター）を広く地域の皆さまに利
用していただけるよう、利用団体を募集しています。
対象施設
　はまなす団体活動センター
　（旧第三中学校体育館／三沢市六川目８丁目 34-16）
募集団体
　営利目的を除く教育、保健福祉、地域防災、芸術文
化などに関する利用ができ、以下の項目を満たす団体
　①地域の活性化が見込まれる活動をすること
　②地域住民からの理解が得られること
　③年間を通じて利用する団体であること
　④電気、水道料金など維持管理費を負担すること
応募方法
　教育総務課に設置する様式で、利用計画書を提出
選考方法
　応募団体による利用案を説明していただき、選考委
員会による選考後、後日団体に別途ご連絡します。

平成 24 年度の行政評価の結果をお知らせします
行政経営課（内線 281・221）

　市では、これまで行った事業内容を振り返り評価しな
がら、次年度の予算の使い方や事業計画に反映するなど、
よりよいサービスを提供していくために「行政評価」に
取り組んでいます。
　今年度は、職員による内部評価と行政改革推進委員に
よる外部評価で行政評価を実施しました。
評価対象施策　　　  73 施策
評価対象事務事業　392 事業

※詳しい結果は市ホームページで
　ご覧いただけます。

内部評価の結果

施策
順調に進んでいる 32 施策
おおむね進んでいる 41 施策
あまり進んでいない   0 施策
進んでいない 0 施策

計 73 施策

事務事業
見直し（拡大・予算を伴う） 86 事業
見直し（縮小・予算を伴う） 5 事業
見直し（予算を伴わない） 263 事業
廃止 6 事業
事業完了 32 事業

計 392 事業

行政改革推進委員による外部評価の結果

　行政評価の内部評価について、事務事業は今後の事業
の方向性を主な着目点として、市民の視点から審議され
ました。なお、この外部評価は公開で実施しました。

意見が付された事務事業

▶こころの健康まちづくり事業
▶介護予防特定高齢者事業
▶戦略的中心市街地商業活性化支援事業
▶地域生活支援事業
▶介護予防支援事業　　　　　　　　　　　　など 19 件

少年少女文化優秀賞・奨励賞表彰式

高
校
生
の
部

三沢高等学校／山本樹
じ ゅ り

里（詩）

三沢商業高等学校／加藤文
あ や こ

子（ポスター）甲田亮
り ょ う た

太・米内山ひかり・沢居龍
りゅういち

一（情報処理）佐藤麗
れ な

奈・

山田嘉
か の

乃・横濵千
ち か

華、向山佳
か こ

子・永峯梨
り か

香・乙部祐
ゆ う き

紀・苫米地芽
め い

衣・久保沙
さ お り

穂利（ワープロ）竹ヶ原朋
と も み

美・

二宮櫻
さくら

・（珠算）江川茉
ま お

生（読上暗算）新山麻
ま り な

里菜・鳥谷部志
し ほ

穂・種下芽
め あ り

有里、田中澪
み お

・石橋野
の の か

乃花（電卓）

田嶋詩
し お り

織・對馬未
み き

来・高橋菜
な み

美（珠算）松林遥
は る な

夏・四
あ い も の

十物佳
か い ち

一・井口真
ま お

緒・池田香
か お り

織・石倉杏
あ ん な

奈・

磯谷茉
ま り

里・岩城殉
あ や

・内山佑
ゆ う か

佳・漆畑聖
せ い か

香・蝦名柊
と う や

也・大沼由
ゆ き

季・柿本蒼
そ う や

哉・木村千
ち さ と

里・工藤夕
ゆ み

実・

小比類巻令
れ い

・小向美
み か こ

加子・田中綾
あ や か

香・田子志
ゆ き ほ

帆・對馬勇
ゆ う き

貴・中村優
ゆ う か

香・浪岡麻
ま り や

里耶・庭田直
な お か

佳・

沼倉彩
あ や か

香・沼田友
ゆ り

里・野田安
あ き こ

貴子・畠山美
み さ と

里・日ヶ久保遥
はるか

・福士啓
け い す け

介・細川瑛
え り

莉・横濵めぐみ・石川健
け ん や

矢・

市川万
ま り な

吏奈・蛯沢朱
あ か ね

子・大関令
は る か

香・尾形のどか・鹿島みのり・小坂菜
な つ き

月・兒
こ だ ま

玉となみ・櫻田佳
か な

奈・

澤田郁
い く や

也・澤田可
か な ん

南・清水目優
ゆ う

・澤目慶
よ し の

乃・田村雅
ま さ や

也・田守有
ゆ き

希・附田桃
も も な

菜・中川原亜
あ み

美・沼尾亜
あ み

美・能登じゅん・

馬場千
ち あ き

明・平内陵
り ょ う た

太・山本真
ま ゆ こ

優子・横濵早
さ き

希・米内山咲
さ き

希・阿部希
の ぞ み

実・小国真
ま お

生・大坂奈
な な こ

々子・柿本拓
た く ろ う

朗・

小比類巻由
ゆ い

衣・髙山ひかる・種市華
か な

那・千葉楓
かえで

・新山綾
あ や か

華・西舘優
ゆ か

花・濵田俊
と し や

哉・山本星
あかり

・山白七
な な み

海・

横濵彩
あ や の

乃（マーチングバンド）

中
学
生
の
部

第一中学校／山本彩
さ や か

華（ピアノ）池添真
ま さ た か

隆（珠算）　　第二中学校／３学年（新聞制作）※受賞時は２学年

第三中学校／二又克
か つ や

也（感想文）　　第五中学校／嶋田匡
き ょ う し ろ う

史朗（珠算）　　堀口中学校／夏井鈴
す ず か

佳（短歌）

ヒックス アピファニー彩
あ や

（俳句）田中佐
さ り な

理奈、太田咲
さ く や

耶、西澤菜
な な み

々美（短歌）高橋恭
きょうすけ

亮・三浦美
み ほ う

萌（珠算）

小
学
生
の
部

古間木小学校／古田璃
り ひ と

人（版画）椋
む く の き

木美
み な

奈（理科研究）

上久保小学校／川﨑愛
あ い り

莉（ピアノ）田島朱
あ か り

莉（読書感想文）古村礼
れ い と

翔（手紙）鳥谷部世
せ り

莉・淨法寺桃
と う の す け

ノ輔・

松岡有
ゆ う り

里、高坂純
じ ゅ ん や

哉・高坂樹
み き や

哉・工藤真
ま さ ひ ろ

大（珠算）

木崎野小学校／亀田菜
な の

乃（理科研究）逢坂悠
ゆ う き

樹（絵画）川村匠
し ょ う ご

吾（将棋）斎藤快
か い

（珠算）漆舘かれん（フラッ

シュ暗算）江川豪
ご う

生（珠算）　　岡三沢小学校／小出宇
た か ひ ろ

弘（発明くふう）

　

２
月
８
日
、
公
会
堂
小
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
三
沢
市
少
年
少
女
文

化
優
秀
賞
・
奨
励
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
修

め
た
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
小

学
校
児
童
や
中
学
校
・
高
校
生
徒

を
表
彰
し
、
さ
ら
な
る
文
化
意
識

の
高
揚
と
活
動
助
成
を
図
る
こ
の

奨
励
賞
。
本
年
度
は
全
国
大
会
で

１
位
の
成
績
を
修
め
た
児
童
・
生

徒
を
対
象
と
し
た
優
秀
賞
が
加
え

ら
れ
、
合
計
１
２
７
人
と
１
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
教
育

長
か
ら
代
表
者
へ
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
特
に
全
国
で
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
が
、

支
え
て
く
れ
た
家
族
や
先
生
、
友

人
ら
が
見
守
る
中
で
、
作
品
や
技

能
を
披
露
。
最
後
に
全
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
青
森
県
発
明
く
ふ
う

展
で
日
本
弁
理
士
会
会
長
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
小
出
宇
弘
君
（
岡
三

沢
小
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
頃
か
ら
、
考
え
た
も
の

を
形
に
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ
っ

た
と
い
う
小
出
君
は
「
小
学
校
３

年
生
か
ら
４
年
間
続
け
て
き
た
発

明
で
、
こ
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
家
族

や
た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受

賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
世
の

中
の
役
に
立
つ
発
明
品
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
」
と
感
謝
と
決
意

の
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

1  マーチングバンド・バトントワリング東
　  北大会１位金賞の三沢商業高校吹奏楽部
　  よる演奏
2  感謝と決意の想いを伝える小出宇弘君　  

　  （岡三沢小）

1

2

見直し
（予算を伴わない）

見直し
（拡大） 見直し

（縮小）

事業完了

おおむね
進んでいる

順調に
進んでいる

 （左から）松館梨
り か こ

佳子さん・斎藤亜
あ み

美さん・斎藤 俊
しゅん

君（木崎野小）／全日本通信珠算競技大会 団体総合

競技 小学生の部  全国第１位、小野 伶
りょう

君・山﨑優
ゆ か

花さん・榊咲
え み か

花さん（第一中）／全日本通信珠算競技大

会 団体総合競技 中学生の部  全国第１位

平成 24 年度  
三沢市少年少女文化優秀賞受賞者

平成 24 年度  三沢市少年少女文化奨励賞受賞者

廃止
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暦
で
は
、
土
の
中
で
冬
ご
も

り
し
て
い
た
虫
が
地
上
へ
は
い

出
し
、
草
木
が
芽
吹
く
「
啓
蟄

（
け
い
ち
つ
）」
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
三
沢
の
ま
ち
で
は
、

大
震
災
か
ら
２
年
、
昭
和
８
年

の
三
陸
津
波
襲
来
か
ら
80
年
を

迎
え
る
３
月
で
も
あ
り
、
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶
で

あ
る
と
改
め
て
身
を
引
き
締
め

て
い
ま
す
。

　

復
旧
も
着
実
に
進
み
、
今
月

末
か
ら
マ
ッ
ク
テ
レ
ビ
の
地
域

限
定
ワ
ン
セ
グ
放
送
が
開
始
さ

れ
、
大
規
模
な
停
電
時
に
も
指

定
避
難
所
の
周
辺
に
お
い
て
、

携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
で

テ
レ
ビ
視
聴
が
可
能
と
な
り
、

防
災
機
能
が
向
上
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
時
に
は
あ
ら
ゆ

る
交
通
機
能
が
麻
痺
す
る
中
、

空
路
の
機
能
性
が
改
め
て
見
直

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
く
今
月
末
に
三
沢
―
大
阪

線
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
皆

さ
ん
も
こ
の
機
会
に
関
西
方
面

へ
の
旅
行
な
ど
を
計
画
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
阪
と
三
沢
は
、
高
校
生
の

農
業
体
験
修
学
旅
行
に
よ
る
ご

縁
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
高

校
の
文
化
祭
に
て
三
沢
の
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
最
近
で
は
、
各

方
面
で
三
沢
の
ま
ち
や
物
産
が

話
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
空
路
の
再
開
が
こ
の
ま
ち
の

経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

土
の
中
の
虫
た
ち
も
動
き
出

す
今
、
こ
の
ま
ち
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り
組
み
が

動
き
出
し
、
ま
ち
の
活
性
化
が

芽
吹
い
て
き
て
い
る
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
目

を
迎
え
る
こ
の
季
節
に
、
よ
り

良
い
芽
吹
き
が
生
ま
れ
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

芽
吹
き
の
春
に

　市教育委員会では、スポーツへの深い関心と理解を持
ち、熱意と能力、社会的信望のある方を募集します。

職 務 内 容　▷スポーツ実技の指導
　　　　　　▷スポーツ活動促進のための組織育成
　　　　　　▷スポーツに関する行事や事業への協力
　 　 　 　　　など、市のスポーツ推進に関する職務を
　　　　　　　行います。
任 用 期 間　４月１日～平成 26 年３月 31 日
勤 務 日　教育委員会の行事や事業で必要とされる日
　 　 　 　　（報酬および費用弁償あり）
募 集 人 数　若干名
応 募 資 格　満 20 歳以上の方（平成 25 年４月１日現在）
応 募 方 法　履歴書（写真貼付）、スポーツの経歴（詳
　 　 　 　　しく）、応募の理由（200 字程度）を市民
　 　 　 　　スポーツ課へご提出ください。
応 募 締 切　３月 22 日（金）
　 　 　 　　※応募者多数の場合は、提出された書類を
　 　 　 　　　審査の上、決定します。
応募・問い合わせ先
　市民スポーツ課（内線 372）

スポーツ推進委員を募集します
市民スポーツ課（内線 372）

「農産物加工施設」
　　　　   無料見学会を開催します

観光物産課（内線 523）

　農産物加工施設は、特産品を調理・加工・研究し、地
域へ供給することで地産地消の実践、特産物の創出、食
に対する意識向上へつなげることを目的とした施設であ
り、米粉製粉機やスチームオーブン、大型攪拌機、真空
冷却乾燥機、真空包装器などさまざまな調理・加工設備
の利用が可能です。
　三沢産の農産物を利用した加工品を作ってみたい、ア
イデアはあるが加工する場所や設備がないという方を対
象に、農産物加工施設の見学会を開催しますので、興味
のある方は、ぜひご参加ください。
日 時　３月 12 日（火）
場 所　農産物加工施設（三沢市大津地内）
対 象　市内在住の個人または団体
定 員　12 人（先着順・参加料無料）
申込締切　３月８日（金）
　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　観光物産課（内線 523）

　平成 24 年度青森県市町村広報コン
クール審査会が２月１日に開催され、

「広報みさわ」６月号が広報紙（市部）
で佳作を、同４月号表紙が一枚写真
の部で奨励賞を受賞しました。６月
号では県内有数の面積を持つ三沢市
の公園利用を、４月号表紙では恩師

や友人との別れに涙をこぼす卒業生
の表情をお伝えしました。
　日頃から多くの地域の皆さまには
快く情報の提供や取材のご協力をい
ただき、心から感謝いたします。
　今後も、地域の皆さまと共につく
る、魅力ある広報誌を目指します。 ▲入選した６月号（左）と４月号（右）

「広報みさわ」が青森県広報コンクール２部門で受賞

　東日本大震災の犠牲となられた方への哀とうの
意を込めて、防災行政無線のサイレンを合図に、
全市民による黙とうを行いますので、ご理解とご
協力をお願いします。
日　時　３月 11 日（月）14:46 ～（１分間）
問い合わせ先
　総務課防災管理室（内線 252）

東日本大震災犠牲者に
黙とうを捧げます

広告付き庁舎等案内板の
　　　　　    企画提案を募集します

管財課（内線 395）

　市民サービスの向上と市有財産の有効活用を図るた
め、市庁舎本館１階に、市内公共施設・避難場所・庁舎
部署などを表示した「広告付き庁舎等案内板」を設置す
る企画提案を募集します。

募集内容　広告付き庁舎等案内板の製作、設置等業務の
　　　　　企画提案
選定方法　提出された応募書類等により審査を行い、最
　　　　　も評価の高い事業者を選定します
応募締切　３月 15 日（金）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
申し込み・問い合わせ先　管財課（内線 395）
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ごみの収集区分が変わります
環境衛生課 [ 清掃センター ]（☎ 59-3331）

　４月１日から、カセットボンベとスプレー缶の収集は「缶」
の日に、布団とカーペットの収集は「もやせるごみ」の日に
変わります。

遺児の卒業・入学祝金の
お手続きを忘れずに

市民課（内線 237）

　中学校卒業や小・中学校入学時に、父または母
がいない（婚姻の解消などによる母子・父子家庭
を除く）、もしくは働くことが困難な状況にありな
がら義務教育終了前の子どもを養育している父母
などを対象として、中学校卒業、小・中学校入学
時に祝金を支給します。
支 給 額　中学校卒業祝金　　　10,000 円
　 　 　　小・中学校入学祝金　  7,000 円
申 請 締 切　３月 15 日（金）
※印鑑（スタンプ印不可）と、対象となる子ども
　を養育する方の名義の通帳を持参してください。
※その他、必要に応じて別に書類を提出していた
　だく場合があります。
申し込み・問い合わせ先　
　市民課２番窓口（内線 237）

庁舎窓口を 18 時 30 分まで延長します
問い合わせは各担当課へ

　３・４月の異動による繁忙期間、日中に来庁できない方の
ために、市民課と国保年金課の窓口業務時間を 18 時 30 分ま
で延長します。なお、延長時間に取り扱いできない事務もあ
りますので、詳しくは担当課へお問い合わせください。

主な取扱事務 期　　間 担当課

・印鑑登録、
・住民票の写し、印鑑証明書の交付
・住民異動届受付
　　　　　　（転出、転入、転居など） ３月 25 日（月）

 ～４月５日（金）

市民課
（内線 235）

・国保・年金の資格異動受付
　　　　　　（資格取得、喪失など）

国保年金課
（内線 298）

・市税の納付、納付に関する相談
・市税に関する証明書などの交付
・原付、小型特殊の標識に関する手続き

通年 税務課
（内線 163）

※期間の中に土・日・祝日、12/29 ～翌年 1/3 は含みません。

　ごみの集積場所に出す際は、
区分ごとの収集日を間違えない
　よう十分に注意しましょう。

カセットボンベ・スプレー缶

もやせないごみ

缶

※カセットボンベとスプレー缶は、火災や爆発の恐れがあり
　ますので、必ず最後までガスを使い切ってから出してくだ
　さい。

布団・カーペット

粗大ごみ

もやせるごみ

※布団とカーペットは、可能
　なところまで折りたたみ、
　丈夫なひもで十字に縛って
　から出してください。

マックテレビ が 

　  ワンセグ放送  を 

　　　　開始します
　３月 28 日から、三沢市ケーブルテレビジョンの自主放
送「マックテレビ」が一部の地域において、テレビ機能付
きの携帯電話やカーナビなど「ワンセグ機器」でも視聴で
きるようになります。

放送内容は、通常のマックテレビ（11CH）と同じです。
データ放送は防災関連情報のみとなります。

問い合わせ先　ＣＡＴＶ情報課（☎ 51-1255）

　はじめに、送信所の近くでチャンネル検索の操作を
実施してください。ワンセグ機器で「受信地域を設定」
するだけでは視聴できません。なお、操作方法は機種
によって異なりますので、取扱説明書をご覧いただく
か、販売店にご相談ください。

ワンセグ機器で受信するには…
　空いている電波を使って、ごく弱い電波で放送する

「エリア放送」ですので、視聴可能な地域は送信所か
ら数百メートルの範囲に限られます。
　送信所は災害時の避難所に近い下記の 16 カ所に設
置しています。

視聴可能場所は一部の地域です

№ 送信所名称 設置場所

１ 岡 三 沢 岡三沢小学校校庭　 （岡三沢３丁目 1-1）

２ 三 沢 中 央 ホテル中央付近　 （中央町１丁目 7-8）

３ 浜 三 沢 招和台　 （大字三沢字山ノ神地内）

４ 三沢古間木 第五中学校校庭　 （字古間木山 141-111）

５ 三 沢 淋 代 淋代地区コミュニティ集会施設 （淋代３丁目 358-1）

６ 三沢春日台 古間木団地　 （古間木１丁目 152-24）

７ 三 沢 深 南 深谷地区コミュニティ集会施設 （深谷２丁目 44）

８ 三沢三川目 三川目小学校正門付近 （鹿中２丁目 145-459）

９ 三 沢 根 井 根井地区コミュニティ集会施設 （根井２丁目 105-17）

10 三沢六川目 六川目団体活動センター （六川目２丁目 100-7）

11 三 沢 織 笠 織笠団体活動センター （織笠４丁目 2692-1）

12 三 沢 堀 口 堀口団地 （大字三沢字堀口 94-154）

13 三沢谷地頭 斗南藩記念観光村付近 （谷地頭２丁目 295-1）

14 三沢日の出 ネッツトヨタ付近 （大字三沢字堀口 94-1403）

15 三 沢 大 町 ミス・ビードルドーム （大町３丁目 12）

16 三 沢 園 沢 国際交流教育センター （大字三沢字園沢 230-1）

各送信所とおおよその受信可能地域
この範囲内であっても、地形や建物等の影響で

受信できない場合があります。
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◀
「
き
ね
と
う
す
の
餅
つ
き
を
子
ど
も
た
ち
に

　
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
続
け
ら
れ
る
活
動

作りながら知る食べ物の大切さ
農業青年会議が保育所を餅つき訪問 ２月８日

　農業青年会議は、市内の青年農業者 18 人が地域農業発展

のために活動する団体。食べ物の大切さや、食べ物そのもの

の姿を知ってもらおうと、淋代平ほ場で収穫したもち米を

保育園などに持参し、子どもたちと一緒にする餅つきを平成

10 年から毎年続けています。

　今回、農業青年会議メンバーは岡三沢保育園と竹の子保育

園を訪問。岡三沢保育園では、メンバーが披露する豪快なき

ねさばきに掛け声掛ける 105 人の園児らの力も借り、合計

約 18 キロの餅米をつき上げました。つきたてのお餅の姿に

歓声を上げる園児たち。一緒に作った農業青年会議メンバー

らを囲み、お雑煮にしておいしそうにほおばりました。

三沢の特産物でアイスホッケー？
長芋スティックアイスホッキー ２月 16 日

　東北防衛局では毎年、テーマを変えながら日米交流イベン

トを実施しており、今回は、三沢アイスアリーナを会場に、

三沢の特産物をモチーフにしたアイスホッケー大会を開催。

日米の小学生とその保護者らが共に楽しみました。

　防寒具やヘルメットなどを身に着け、アイスホッケーの

リーグ戦で競うため集まった、市内・基地内の日米小学生

14 チーム約 120 人。ただし、足元は長靴、手には三沢の

山の幸である長いもを模したスティックと、海の幸のほっき

貝そっくりのパック。つるつる滑る長靴と勝手が違う道具に、

児童たちは転んだり空振りしたりと悪戦苦闘しながらも、声

援に応え、はつらつとしたプレーを交わしていました。

◀
次
々
と
生
ま
れ
る
好
・
珍
プ
レ
ー
に
、
会
場

　
は
応
援
と
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た

◀
初
対
面
で
も
、
競
技
を
通
じ
て
い
き
い
き
と

　
交
流
を
深
め
、
大
会
を
満
喫
す
る
参
加
者

奥深い読みと駆け引きに白熱
ゴニンカントランプ大会 １月 27 日

　別名『津軽トランプ』として古くから津軽地方に根付く『ゴ

ニンカントランプ』は、10 枚の手札を駆使して 1 組５人が

絵札を取り合い、その獲得枚数で勝敗を決する競技。その醍

醐味は複雑に繰り広げられる心理戦です。

　市民の森老人福祉センターに集まった 25 人の参加者は、

5 組に分かれてそれぞれ座布団を囲み、個人と団体の成績を

競い合いました。相手の手の内を読みながら切る手札を吟味

する、奥の深い読みと駆け引きに会場はヒートアップ。ここ

ぞという勝負の時、熱くなった参加者からは「おりゃっ！」

と気合のこもった声が。札を切る手にも思わず力が入り、カー

ドが「パシリ！」と座布団に打ち付けられていました。

◀
自
ら
が
考
え
る
「
地
域
の
課
題
」
を
出
し
合

　
い
な
が
ら
意
見
を
交
わ
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

目指せ！三沢のマチヅクラー！
地域次世代リーダー育成セミナー ２月２日

　知識・経験を生かし自らの手で活動を企画・実践できるリー

ダーを地域に育むこと、「協働」への意識を高めることを目

的として国際交流教育センターで開催されたセミナーに老若

男女 10 人が参加。全 3 回にわたる講義や参加者同士の議

論を通じて自己を研鑚し、三沢市のまちづくりをリードする

「マチヅクラー」を目指します。

　講師を務めるのは、仙台市在住で豊富なボランティアやコ

ミュニティビジネスの経験を持つ足立千佳子氏。第 1 回の

この日は、行政への住民参加の方法や段階、会議・話し合い

の手法である「ワークショップ」について理解を深め、さら

に参加者が考える地域の課題を話し合いました。

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

㈱ Growth 須藤氏が企業家大賞受賞を報告

　時代のニーズに応え果敢に取り組む事業者を表彰する

東北ニュービジネス大賞。その中でも社会や地域への貢

献活動にも力を入れる起業家に贈られるソーシャルアン

トレプレナー大賞を、三沢市の特産を使った「ごぼう茶」

を製造・販売する㈱ Growth の須藤氏が受賞しました。

◀
種
市
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
「
さ
ら
に
地

　
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
す
須
藤
氏
（
左
）

２月 12 日

織笠光子さんが志村源太郎記念賞受賞を報告

　２月６日、横浜市で開催された第 55 回全国家の光大

会において、JA おいらせ女性部代表の織笠光子さんが

ごぼうの消費拡大に取り組む自身の体験記を発表。その

精力的な姿が評価され、最優秀賞にあたる「志村源太郎

記念賞」を受賞しました。

◀
Ｊ
Ａ
職
員
ら
と
と
も
に
受
賞
の
喜
び
を

　
市
長
に
伝
え
る
織
笠
さ
ん
（
左
か
ら
２
）

２月 12 日

　おおぞら小学校の３年生児童 20 人が、六川目地区にある古民家「おらど

の家」を訪れ、昔使われていた道具から当時の暮らしを学びました。

　「おらどの家」は六川目に在住する一戸実さんの旧宅。平成７年ごろから

小学校に道具を持ち込み昔の暮らしを教えていましたが、より多くの道具を

体験させたいと、改造した旧宅に地域などから収集した昭和初期の民具や農

機具などを展示。今では、毎年のように学区であるおおぞら小学校の児童が

訪れ、一戸さんの説明を聴きながら昔の道具を直接触り、当時の暮らしぶり

や生活するための工夫を学んでいます。

　現代に暮らす子どもたちにとって「おらどの家」にある道具は、目新しい

ものばかり。寒さをしのぎ、少しで

も生活を便利に、豊かにしようと先

人たちが工夫を凝らしてきた道具を

説明する一戸さんの言葉に、興味津々

な表情で聞き入っていました。

先人の知恵と技術が詰まった道具に興味津々
おおぞら小学校  社会科授業「昔のくらしと道具」 １月 25 日

▶いろりを囲み、一戸さんの話に耳を傾ける

できごと

つうしん

◀当時の冬遊びの花形だった竹スキーに挑
　戦する子どもたち

三沢に沖縄の児童を迎え雪遊びなどを体験

　三沢市と沖縄市の青年会議所によって毎年続けられて

いる児童交歓事業。18 回目の受け入れとなる今回、沖

縄の小学生５・６年生 14 人が三沢を訪れ、４泊５日の

日程でホームステイしながら、雪灯籠作りやスキー、雪

遊びなどを体験。雪国の魅力を通して交流を深めました。

◀
沖
縄
と
三
沢
の
児
童
が
交
流
の
証
に
記

　
念
撮
影

１月 31 日～２月４日
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広 告広 告

６日（水）・21 日（木）
４月３日（水）

13 時～ 16 時

12 日（火）
13 時～ 16 時

26 日（火）
13 時～ 16 時

11 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

21 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
「
劇
団
四
季
は
だ
か

　

の
王
様
」（
脚
本　

寺
山
修
司
）

と　

き　

３
月
９
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

語
り
聞
か
せ

　

は
ま
な
す
の
会
が
小
学
生
ま
で

を
対
象
に
、昔
ば
な
し
や
紙
芝
居
、

懐
か
し
い
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
16
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

春
で
す
！
本
を
読
ん
で

　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か

と　

き　

３
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

ぎ
ん
な
ん
寮   

春
の
感
謝
セ
ー
ル

お
持
ち
帰
り
園
芸
商
品
は
２
割
引

　

各
種
鉢
花
、
洋
ラ
ン
、
観
葉
植

物
や
ハ
ム
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

先
着
１
０
０
人
に
は
鉢
花
か
骨
付

き
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！　

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
や
抽
選

会
も
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時

と
こ
ろ　

直
売
所
ハ
ン
ズ

※
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
13
時
～

▼
問　

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

　
　
　
　
　
（
☎
56
ー
５
１
２
１
）

 

音
で
遊
ぼ
う
キ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
ム

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

講
師
ミ
ス
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
親

子
で
英
語
レ
ッ
ス
ン
。
Ｆ
Ｌ
Ｃ

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
で
イ
ー
ス
タ
ー

エ
ッ
グ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
！

と　

き　

３
月
16
日
㈯
11
時
～

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階

対　

象　

親
子
（
２
～
７
歳
）

定　

員　

30
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円

※
内
履
き
を
持
参
く
だ
さ
い

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
サ
ワ
・

ア
ク
セ
ス
・
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
☎
０
８
０
ー
１
６
９
２
ー
９
９
６
０
）

 

市
民
の
森

生
バ
ン
ド
が
や
っ
て
く
る
！

　

懐
か
し
い
曲
、
思
い
出
の
曲
に

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

豊
か
な
自
然
と
生
演
奏
の
音
楽

が
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
疲
労
回

復
に
効
果
的
で
す
。

と　

き　

３
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
民
の
森
老
人
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー　

大
広
間

演　

奏　

ム
ー
ン
ラ
イ
ト

　
　
　
　
　

ス
ト
リ
ー
ト
バ
ン
ド

対　

象　

市
内
在
住
の
方

参
加
料　

無
料

▼
問　

市
民
の
森

　
　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
３
８
８
）

 

奨
学
資
金
貸
付
の
受
付
開
始

学
び
の
資
金
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
者　

高
校
・
大
学
の
在
学
者

　
　
　
　

お
よ
び
入
学
予
定
者

貸
付
月
額　

高
校　

１
万
円
以
内

　
　
　
　
　

大
学　

３
万
円
以
内

受
付
期
限　

４
月
30
日
㈫

※
返
済
は
、
卒
業
後
１
年
間
据
え

　

置
き
、
２
年
目
か
ら
貸
付
期
間

　

の
２
倍
の
年
数
内
に
返
還
。

※
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
大
学
に
入

　

学
す
る
方
に
は
、
別
の
奨
学
金

　

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
問　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
５
）

 

多
重
債
務
相
談
窓
口

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

で
は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士

等
の
専
門
機
関
に
引
き
継
ぎ
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
、
電
話
・
来
所

そ
れ
ぞ
れ
可
能
で
、
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

と　

き　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

と
こ
ろ　

青
森
市
新
町
２-

４-

25

　
　
　
　
　

青
森
合
同
庁
舎
３
階

▼
問　

青
森
財
務
事
務
所

（
☎
０
１
７
ー
７
７
４
ー
６
４
８
８
）

 

自
動
車
税
に
か
か
る
住
所
変
更

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
で
、
引

越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の

「
変
更
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。３
月
中
に
運
輸
支
局
で「
変

更
登
録
」
が
出
来
な
い
場
合
は
、

電
話
な
ど
で
上
北
地
域
県
民
局
県

税
部
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か

青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
青

森
県
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」

で
住
所
変
更
の
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
▽
自
動
車
税
に
つ
い
て

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管

理
課
（
☎
22
ー
８
１
１
１
内
線

２
１
１
～
２
１
４
）

▽
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
０
８
）

同
八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
０
９
）

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

３
月
24
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

成
田
俊
太
郎

曲　

目　

君
と
い
つ
ま
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慕
情　

他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

ダ
ン
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
展

　

環
境
に
も
人
に
も
優
し
い
ダ
ン

ボ
ー
ル
の
展
覧
会
♪
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

が
「
作
品
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
素
材
を

生
か
し
た
楽
し
い
遊
具
や
遊
び
も

あ
り
ま
す
よ
。

と　

き　

３
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
７
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室

参
加
料　

無
料

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

 

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
３
Ｂ
体
操
健
康
教
室

自
分
の
体
に
磨
き
を
か
け
て
！

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
、
用
具
を

使
っ
た
健
康
体
操
で
す
。肩
こ
り
・

腰
痛
予
防
に
役
立
ち
、
楽
し
み
な

が
ら
体
力
ア
ッ
プ
！

と　

き　

３
月
28
日
㈭
、

　
　
　
　

４
月
11
日
㈭

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家

参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
は
運
動
し
や
す
い
服
装
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問　

三
沢
３
Ｂ
体
操
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木

（
☎
０
９
０
ー
２
０
２
３
ー
５
１
５
４
）

 

楽
し
も
う
国
際
交
流
太
極
拳

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

と　

き　

３
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

武
道
場

講　

師　

㈳
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟

　
　
　
　

公
認
Ａ
級
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　

中
西
節
子　

氏

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

３
月
15
日
㈮

※
当
日
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
内
履
き

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

三
沢
市
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

 

き
の
こ
植
菌
体
験
会

家
庭
で
き
の
こ
栽
培
し
ま
せ
ん
か

　

原
木
３
本
に
ナ
メ
コ
を
植
菌
し

て
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

と　

き　

３
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

墓
地
公
園
管
理
棟

対　

象　

小
学
生
以
上

講　

師　

上
北
地
域
県
民
局

　
　
　
　

地
域
農
林
水
産
部

　
　
　
　
　
　
　
　

林
業
振
興
課

　
　
　

野
呂
金
徳
氏
・
関
口
亨
氏

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
締
切　

３
月
15
日
㈮

※
当
日
は
作
業
に
適
し
た
服
装
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

三
沢
市
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

 

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

３
月
24
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

桜
の
植
樹
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の
大
河
ド
ラ

マ
「
八
重
の
桜
」
に
ち
な
み
、
明

治
初
期
、
多
く
の
会
津
藩
士
が
移

り
住
ん
だ
当
市
ゆ
か
り
の
地
に
桜

を
植
樹
し
ま
す
。

　

植
樹
者
の
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
・
友
達

同
士
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
13
日
㈯
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

斗
南
藩
記
念
観
光
村

　
　
　
　
　

く
れ
馬
ぱ
～
く
北
側

定　

員　

約
50
組

　
　
　
（
１
組
で
６
本
植
樹
予
定
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

３
月
22
日
㈮

※
当
日
は
軍
手
、
長
靴
、
作
業
着
、

　

ス
コ
ッ
プ
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

観
光
物
産
課

　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
９
）
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　野菜や花きなどの栽培を通し、土や自然と親しみながら農
作業を体験できる場として、市民農園を開設しています。
　いいこといっぱい、収穫どっさりの市民農園にあなたも応
募してみませんか？
利用期間　４月 13 日（土）～ 11 月 17 日（日）
場 所　三沢市大字三沢字南山８番地１号
利用面積　１世帯につき３坪（約 10㎡）の 1 区画
対 象 者　市内在住で農地を持たない世帯
利 用 料　1,000 円
定 員　85 世帯（応募者多数の場合は抽選となります）
申込方法　農政課に設置および市ホームページに掲載する所
　　　　　定の申請書類に必要事項を記載、押印の上、農政
　　　　　課へ持参ください。
申込締切　3 月 18 日（月）
※農園整備として石灰および堆肥肥料をまく予定です。
抽選方法
　区画は、事務局による公開抽選で決定します。
日　時　３月 27 日（水）10:00 ～
場　所　市役所本館４階　第２会議室
※抽選の結果は４月上旬に郵送でお知らせします。

★申し込み・問い合わせ先　農政課　（内線 269・268）

INVITE
「市民いきいき農園」の利用者を募集します

　モラロジー研究所では、より良い人生、より平和で豊かな
社会を築くためには「質の高い道徳」の実行が大切であると
考えています。このセミナーでは、テキスト『心新たに生きる』
を用いて、日常生活におけるさまざまな問題や課題に対処す
るための手掛かりを学びます。
日　時　３月 24 日（日）12:50 ～ 17:30（受付 12:00 ～）
場　所　国際交流教育センター
講　師　公益財団法人モラロジー研究所
　　　　社会教育講師
　　　　　　　鷲津徳三氏・越川文子氏
参加料　2,000 円（テキスト代）
★申し込み・問い合わせ先
　三沢モラロジー事務所（☎ 57-1010）

SEMINAR
モラロジー生涯学習セミナー「心新たに生きる」

　家庭菜園の場所がない、交流の場を広げたい、子どもに作
物を育てる楽しみを教えたいという方に特におススメです。
利用期間　４月 13 日（土）～ 11 月中旬
場 所　三沢市堀口地区（堀口中学校付近）
利用面積　５坪（１区画）※４区画まで申込可能
対 象 者　作物作りに興味があり、利用規約、
　　　　　利用マナーが守れる方
利 用 料　１区画 1,000 円
定 員　228 区画（先着順）
申込方法　マン・パワー事務所で直接申し込み、契約
申込期間　３月 11 日（月）から区画が埋まるまでの
　　　　　平日 9:00 ～ 17:00（電話予約可能）
※家族・団体扱い以外での、代理申し込みや１区画の共同利
　用はできません。
※平日に申し込みできない方のために、３月 16 日（土）の
　午前に臨時契約日を設けます。必ず事前に電話予約し、時
　間指定を受けてください。
★申し込み・問い合わせ先
　NPO 法人マン・パワー（☎ 57-2322）

INVITE　
「市民有機農園」の利用者を募集します

レクリエーションボランティア
　食堂に集まってトランプや花札、カラオケといったレクリエー
　ションをする入居者の見守りや補助などを行います。
　活動場所　晴ヶ丘老人ホーム
　活動日時　火・金曜日の 9:30 ～ 11:30 または 13:00 ～ 15:00
　募集対象　満 18 歳以上
　募集人数　１～３人

お洗濯ボランティア
　備え付けの洗濯機を使い、入浴で使ったバスタオル
　類の洗濯や、干す作業などをお手伝いします。
　活動場所　はるが丘デイサービスセンター
　活動日時　月～土曜日の 13:00 ～ 14:30
　募集対象　満 18 歳以上
　募集人数　１～６人

※動きやすい服装で、エプロンや上履きを持参ください。
※月１回からの活動でも構いません。活動日時や活動時間につい
　てはご相談に応じます。
★申し込み・問い合わせ先　三沢老人ホーム（☎ 54-2534）

INVITE
高齢者施設で活動するボランティアを募集します

試　　験 受付期間 第１次試験日
総合職試験

（院・大卒程度）
インターネット

４月１日（月）9：00
　～８日（月）[ 受信有効 ]

４月 28 日（日）

一般職試験
（大卒程度）

インターネット
４月９日（火）9：00
  ～ 18 日（木）[ 受信有効 ]

６月 16 日（日）

一般職試験
（高卒者程度）

インターネット 6 月 24 日（月）～ 7 月 3 日（水）
９月８日（日）

郵送・持参 6 月 24 日（月）～ 28 日（金）

※申し込み方法や受験資格などの詳しい内容については、人事院
　のホームページまたは下記へお問い合わせください。

★問い合わせ先　人事院東北事務局第二課試験係（☎ 022-221-2022）
　人事院ホームページ http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

RECRUIT
国家公務員採用試験のお知らせ

　４月３日（水）から平成 25 年度入居申し込みの受け付け
を開始します。年度ごとに受け付けますので、平成 24 年度
中にお申し込みされた方も、改めてお申し込みください。

入居資格　①三沢市民であるか市内に勤めていること
　　　　　②住宅に困窮していること
　　　　　③所得が政令で定められた
　　　　　　　　金額以下であること
　　　　　④税金の滞納が無いこと
　　　　　⑤暴力団員でないこと
※詳細はお問い合わせください。

★申し込み・問い合わせ先
　建築住宅課（内線 260・263）

INVITE
市営住宅の入居申し込みを受け付けします

施　　　設 ４月からの予約・問い合わせ先
　南山多目的
　　ふれあい広場
　　　テニスコート

　☎ 51-2091
　☎ 080-1650-3480

月～土　9:00 ～ 21:00
日・祝　9:00 ～ 17:00

　南山屋外運動場 　☎ 51-8105
　☎ 080-1650-3479 月～金　13:00 ～ 21:00

土               9:00 ～ 21:00
日・祝　  9:00 ～ 17:00　三沢市民運動広場

　（野球場）
　☎ 57-2812
　☎ 080-1650-3481

※悪天候時は使用できない場合がありますので、ご了承ください。
★問い合わせ先　財団法人　三沢市自治振興公社（☎ 51-1930）

INFORMATION
屋外スポーツ施設が４月７日（日）からオープン！

　十和田湖と小川原湖を結ぶエリア（十和田市、三沢市、
七戸町、東北町、新郷村）にある食・温泉・施設などの
観光資源を活用するため、現在は民間事業者 33 団体と
５自治体が連携して、全国に向けた情報発信や新商品開
発支援などに取り組んでいます。
　エリア内の資源を最大限活用し、観光関係団体等との
連携強化・情報交換向上を図るため、会員を広く募集し
ます。詳しくは、お問い合わせください。

年 会 費　１口 20,000 円（４月～翌年３月）
入会特典　①お店や商品を積極的にＰＲします
　　　　　　ホームページ、ＳＮＳ、フリーペーパーな
　　　　　　どあらゆる媒体でお店や商品の情報をＰＲ
　　　　　②全国にプロモーションします
　　　　　　JR 東日本や NEXCO 東日本と連携し、イベ
　　　　　　ントやキャンペーンで広くプロモーション
　　　　　③各会員団体のイチ押しメニューで旅行商品
　　　　　　会員団体の魅力をツアー商品として具体化
　　　　　　して全国のお客様に提供

INVITE
十和田エイト・ライン観光協議会会員を募集

　優秀作品にはプレゼントを進呈します。
応募方法
①Ｅメール　十和田エイト・ラインホームページのお問
　　　　　　い合わせ＞応募フォームに、考えたキャラ
　　　　　　クター名とその理由、必要事項を入力。お
　　　　　　問い合わせ欄に「エイトキャラネーミング
　　　　　　応募」と入れて送信
②ハガキ　　官製はがきの裏面に、考えたキャラクター
　　　　　　名とその理由、住所、氏名、電話番号と「エ
　　　　　　イトキャラネーミング応募」と明記し郵送
応募締切　３月 15 日（金）
※優秀作品の発表は、商品の発送をもって代えさせてい
　ただきます。

★申し込み・応募・問い合わせ先
　十和田エイト・ライン観光協議会事務局（☎ 51-6772）
　〒 034-8615 十和田市西十二番町 6-1[ 十和田市観光推進 
　課内 ]　http://www.towada-8line.com/

INVITE
十和田エイト・ライン公式マスコット
　　　　キャラクターの名前を募集します

性　別　女の子
誕生日　８月８日
年　齢　ヒ・ミ・ツ
出身地　十和田市、三沢市、七戸町、
　　　　東北町、新郷村にまたがる
　　　　神秘の国・エイトランド
性　格　何でも自分でやってみない
　　　　と気が済まない。おしゃべ
　　　　り好き
趣　味　おでかけとお菓子作り
仕　事　エイトラインの旬な情報を
　　　　どんどん伝えます

　多重債務や労働、離婚、ＤＶ、いじめなど、生活や心の悩
みに関する法律相談を無料で実施します。
期　　間　３月 25 日（月）～ 29 日（金）
場　　所　市内または近隣市町村の法律事務所
相談方法　予約受付後、地域担当弁護士からご連絡差し上げ、
　　　　　日程調整の上、担当弁護士の法律事務所で相談
予約期間　３月 21 日（木）～ 28 日（木）の 9:00 ～ 17:00
　　　　　（土・日を除く）
★予約申し込み・問い合わせ先
　青森県弁護士会事務局（☎ 017-777-7285）

CONSULTATION
暮らしとこころの無料法律相談会

PROFILE
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　乳がんは女性に一番多いがんで、40 ～ 50

歳代をピークに発症や死亡が増加しており、日

本女性の約 15 人に１人が生涯で乳がんにかか

る危険があると言われています。男性も乳がん

を発症することがありますが、その頻度は女性

の 100 分の１程度です。

　子育てや介護、仕事などで女性として一番忙

しい時期にかかりやすい病気です。だからこそ

正しい知識を得て、ご自身やご家族の健康につ

いて考えてみましょう。

乳がんってどんな病気？
　乳房に固いしこりを作る病気です。しこりを

感じなくても、乳頭から血液が出てきて見つ

かることもあります。早期に見つかった場合、

90％以上は治りますが、進行すると乳房以外

の臓器に転移して、さまざまな症状をひきおこ

したり命を脅かしたりするようになります。

早期に発見するためには？
　２年に１回は乳がんの検診を受けましょう。

乳房の診察（視触診）だけではなく、マンモグ

ラフィというレントゲン検査を用いた検診が推

奨されています。忙しい生活の中でも自身の健

康を意識し、定期的にチェックする習慣を身に

付けましょう。また、月に１回は乳房にしこり

や異常がないか触り、目でも確認しましょう。

もし異常を感じたら早期に医療機関（外科）を

受診しましょう。

予防する方法はあるの？
　ライフスタイルを見直すことによって、乳が

んになることを予防できる可能性があります。

がんを防ぐための新 12 カ条
１条 たばこは吸わない
２条 他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条 お酒はほどほどに
４条 バランスのとれた食生活
５条 塩辛い食品はひかえめに
６条 野菜や果物は豊富に摂る
７条 適度に運動
８条 適正な体重維持
９条 ウイルスや細菌の感染予防と治療
10 条 定期的ながん検診
11 条 身体の異常に気が付いたらすぐに受診
12 条 正しい情報でがんを知る

※３月１日から８日までは、女性の健康週間です。

　なお、３月 17 日（日）に『乳がんセミナー』（右頁参照）

　を開催しますので、ぜひご参加ください。

日　　時 場　　所

  ３月 19 日（火）10:00 ～ 16:00 三沢市役所

  ３月 24 日（日）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00 ビードルプラザ（北側駐車場）

▼
詳
し
く
は
、
八
戸
年
金
事
務
所　
　

　
『
０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８
』
へ
。

▼
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

も
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
？

Ｑ　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
全
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
農
業
や
漁
業
に
従

事
し
て
い
る
方
な
ど
は
第
一
号
被

保
険
者
と
し
て
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
中
に
は
、
学
生
や
フ

リ
ー
タ
ー
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
加
入
の

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
や
前
納
制
度
が
あ
り

ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
保
険
料

免
除
制
度
、
30
歳
未
満
の
方
に
は

若
年
納
付
猶
予
制
度
、
学
生
の
方

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
は
第
二
号
被
保
険

者
、
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
は
第
三
号

被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
ま
す
が

保
険
料
を
直
接
納
付
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ

休  日  救  急  診  療
  ３月   3 日 さいとう耳鼻咽喉科クリニック 50-1406

  ３月 10 日 みさわクリニック 53-3739

  ３月 17 日 鳴海外科医院 53-3056

  ３月 20 日 こおり耳鼻科クリニック 53-3387

  ３月 24 日 平山泰照皮ふ科医院 53-1255

  ３月 31 日 下田診療所 0178-56-3116

  ４月   7 日 すずき小児科内科クリニック 52-6555

※受診の前に、電話で症状をお知らせください。

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

木村 唯人（ゆいと）くん／９カ月

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

３月の保健だより

　三沢市では、火災が発生した場合、消防団員を招集す
るために防災行政広報無線を使用して、サイレンを鳴ら
しています。
　24 時間体制で火災に備える消防団員が迅速に消火活動
を実施するため、夜間から早朝にかけての時間帯におい
てもサイレンを鳴らす場合がありますので、皆さまのご
理解とご協力をお願いします。
　 な お、 火 災 発 生 時 は、 防 災 行 政 広 報 無 線（6:00 ～
20:00）とマックテレビ、防災メー
ル（登録者のみ）、火災情報テレホン
ガイド（0180-991-330）を利用し、
24 時間体制でお知らせしています。

★問い合わせ先
　消防本部通信指令課（☎ 54-4202）

INFORMATION
消防団員召集のサイレン放送に
　　　　　ご理解とご協力をお願いします

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

あなたをがんから守るのはあなた自身です
を予防しましょう

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 ３月   ５日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。

両親学級２課（沐浴実習など） ３月   １日（金）
         13:30 ～ 15:00

（受付 13:15 ～ 13:30）
＊予約制です。母子手帳を持参の上、動きやすい服装でお越しください。
４カ月児健康診査 ３月   ５日（火）受付  12:45 ～ 13:15

＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

６～  ７カ月児健康相談 ３月   ５日（火）受付   9:30 ～ 10:00
９～ 10 カ月児健康相談 ３月   ６日（水）受付   9:30 ～ 10:00
１歳６カ月児健康診査

（平成 23 年７月生まれの幼児） ３月 14 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年 10 月生まれの幼児） ３月   ６日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年８月生まれの幼児） ３月 13 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 ３月   ８日（金）        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

　対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
　内容　親子スキンシップ体操等、親子一緒に楽しく体を動かして遊びます。
　申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ３月   ７日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ３月 21 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 ３月 19 日（火）受付 10:00 ～ 10:30 上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 ３月 13 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

　平成 23 年中に青森県で発生した火災の、最

も多い原因はストーブで、次に多い原因はたば

こによるものです。

たばこ火災を予防するポイント
１．吸い殻は水に浸してから捨てる

２．灰皿に吸い殻をためない

３．灰皿には水を入れておく

４．寝たばこは絶対にしない

※たばこの臭いを取るために、灰皿にコーヒー

　の出し殻を入れる方がいます。出し殻が乾燥

　していると、たばこの火種で火災に至る場合

　があるので十分注意しましょう。

たばこ火災にご注意を！

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を設置されていないご家庭は
早急に設置しましょう。　　　消防本部予防課

　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革
の推進を図るための関係法律の整備に関する法
律」に基づき、母子保健法の一部が改正され、未
熟児養育医療の給付等の権限が４月１日より、青
森県から三沢市に移譲されることとなりました。

★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL  INFORMATION
未熟児養育医療の給付権限が市に移譲されます

未熟児養育医療給付
　１歳未満の乳児で出生体重が 2,000 グラム以下、
もしくは生活力が特に弱く、指定養育医療機関へ入
院して養育を受ける必要があると医師が認めた乳児
を対象に、医療費の一部を給付する制度です。ただ
し、世帯の所得に応じて自己負担があります。

　あいざわクリニック院長であり、長きにわたり乳がん診療に携
わる相沢俊二先生と乳がん患者会「ひまわりの会」を招き、乳が
んをめぐる予防方法や最新の医療、患者会の活動などについてお
話していただきます。
　この機会に、乳がんについて一緒に考えてみませんか？
日　時　３月 17 日（日）13:30 ～（開場 13:00）
場　所　公会堂　小ホール
講　師　あいざわクリニック院長　医師　相沢俊二氏
　　　　乳がん患者会「ひまわりの会」
入場料　無料
※事前申し込みは不要です。
※駐車場・託児施設はありません。
★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

SEMINAR
公開講座「乳がんから、あなた自身を守るために」

　市立三沢病院ではこれまで、休日に小児科担当医師が小児科患
者の救急対応を行う場合がありましたが、３月２日以降の休日は
小児科医師が不在となるため、小児科の区別なく救急外来担当医
師が救急患者の対応をすることとしましたので、お知らせします。
★問い合わせ先　市立三沢病院医療情報システム課（☎ 53-2161）

MEDICAL  INFORMATION
三沢病院の救急外来は小児科の区別なく対応します乳がん
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親 子  標 語

Pick Up   豊かな心を育てる生徒指導研究推進協議会

　普段の生活の中で決めた、親子で守る約束ごと。

　児童・生徒の規範意識向上をめざし、市内小学校４学年

の児童と保護者が親子で相談しながら標語を作りました。

集まった標語は 404 件。その中から選ばれた作品を紹介

します。

ぼくたちみんな一つのチーム   
　　　　ルールを守って　フェアプレー

黒沢 健
け ん し ろ う

之郎 くん（木崎野小４年）・のぞみ さん

    

織笠 想
こころ

 さん・幸
さ ち こ

子 さん
（おおぞら小４年）

見えますよ   日ごろの行い   心がけ

萩原 日
ひ ゅ う が

向 くん（岡三沢小４年）・龍
りゅうすけ

介 さん

決まりごと   守る君に   金メダル

髙橋 ・杏
あ い

依 さん（古間木小４年） 

　　　　 久
く み こ

美子 さん  

自分のこころはわかっている   
　　やっていいこと悪いこと

川﨑 愛
あ い り

莉 さん（上久保小４年）

・美
み な こ

奈子 さん

決まりごと   守って気づく   親子の和決まりごと   守って気づく   親子の和

中野 真
ま や こ

耶子 さん（三沢小４年）

             ・幸
さ ち え

恵 さん

「やめようよ」   たった一言   勇気持ち

自分のこころはわかっている   
　　やっていいこと悪いこと

梅庭  翔
し ょ う ぶ

輔 くん（三川目小４年）

　　  ・里
り え

枝 さん

学校の   きまり守れば   いい気持ち

　1月 26日、公会堂小ホールで自殺予防講演会が開催され
ました。
　平成 10 年以降、国内における年間自殺者は毎年 3万人
を超え、三沢市でも年間 10人以上の尊い命が失われ続けて
きました。この状況に、市は毎年、民生委員などを対象に
講習会を実施。一人で思い悩んでいる人に気付き、声を掛け、
話を聞いて、必要な支援につなげ見守る「ゲートキーパー」
の育成に努めてきました。しかし、より身近な隣人である
家族や友人の変化に気づいてもらうため、一般個人を対象
として自殺を予防するための知識や心構えを養い、より多
くの人々がゲートキーパーとして活動できるよう講演会を
実施。講師であるNPO法人「心に響く文集・編集局」の代
表・茂幸雄氏が福井県・東尋坊を毎日ボランティアで見回
り、自殺を目的に訪れる人々の話を真剣に聞きながら 8年
間で 400 人以上の命を救ってきた経験や自殺予防への考え
方を力強く講演しました。「大事なのは本人の話を聞くこと。
再出発するまでの支えになってほしい」と、悩む人の話を
聞くことを強く訴えかける講演内容に、集まった多くの人々
は熱心に聞き入っていました。

自
殺
予
防
講
演
会

　また、講演会開催前に市は、
自殺予防につながる標語とイ
ラストを募集。この日、「命
を大切にしてほしい」などの
メッセージを込め応募された
標語 176 点、「心の健康」を
イメージさせるイラスト 85
点が会場入口に展示され、選
考による入賞者に表彰状と特
産品などの副賞が贈られまし
た。これらの入賞作品は、今
後、市の自殺予防啓発に活用
されます。
　誰もがなり得る心の病。市
をはじめ多くの相談窓口が開
設されています。正しい理解
と関心を持って、家族や職場、
友人など大切な人の、そして
自分の命を守りましょう。

細川 亜
あ み

実さん（古間木小１年）
イラスト部門　最優秀賞

三浦 愛
ま な み

実さん（岡三沢小５年）
イラスト部門　優秀賞

田中 愛
あ い り

莉さん（岡三沢小３年）
イラスト部門　優秀賞

Pick Up

佐藤 麻
ま う

羽さん（木崎野小５年）

よく考えよう
　ぼくらの命　うまれた意味を

標語部門　最優秀賞
沢居 裕

ゆ う す け

佑くん（第五中３年）

苦しみも悲しみも生きている証
　無駄な命なんてひとつもない

標語部門　優秀賞
浪岡 倖

こ う

有さん（木崎野小１年）

こえかけて　いのちをまもる
　　　　　　　まほうのことば

標語部門　優秀賞

　市では心の病気につい
ての悩みを精神保健相談
員がお受けする「こころ
のケア相談」を実施して
い ま す（25 頁 参 照 ）。 お
困りのことや悩んでいる
ことがありましたら、一
人で悩まず、家族だけで
抱え込まず、まずは一度
ご相談ください。

問い合わせ先
健康推進課（☎ 57-0707）

自殺予防につながる標語・イラスト入選者
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,203 人（－ 18 人）・男 20,793 人（＋ 7 人）・女 21,410 人（－ 25 人）　■世帯数 18,816 世帯（－ 12 世帯）

－ 1月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 3 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 61 円です。
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「目標は英語を生かした仕事に就くこと」
ウェナッチ・バレー・カレッジへ三沢から初の入学者

　

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
好
ん
で

勉
強
し
て
き
た
彩
伎
さ
ん
だ
が
、

Ｗ
Ｖ
Ｃ
へ
の
入
学
に
必
要
と
さ
れ

る
英
語
力
の
基
準
に
は
、
ま
だ
遠

か
っ
た
。
外
国
人
講
師
と
１
対
１

の
教
室
に
毎
週
通
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
利
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
英
語
力
を
高
め
た
。
彩
伎
さ

ん
の
英
語
上
達
の
コ
ツ
は
話
す
、

聴
く
、
尋
ね
る
こ
と
。
わ
か
ら
な

い
言
葉
も
す
ぐ
そ
の
場
で
調
べ
て

理
解
す
る
の
が
彩
伎
さ
ん
流
。
そ

の
都
度
保
存
す
る
彼
女
の
携
帯
電

話
は
、
今
で
は
辞
書
化
し
て
い
る

と
い
う
。
そ
の
努
力
が
実
り
、
８

月
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
試
験
で
Ｗ
Ｖ
Ｃ

の
合
格
基
準
を
ク
リ
ア
。
も
う
彩

伎
さ
ん
の
挑
戦
を
阻
む
も
の
は
な

か
っ
た
。

　

一
時
は
、
看
護
の
仕
事
に
就
こ

う
と
考
え
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う

彩
伎
さ
ん
。
大
学
で
は
、
英
語
と

共
に
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
。
短
期
大
学
の
Ｗ

Ｖ
Ｃ
で
は
、
卒
業
後
４
年
制
大
学

編
入
へ
の
道
も
開
け
て
い
る
。

　
「
夢
は
…
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

４
年
制
大
学
編
入
と
英
語
を
生
か

し
た
仕
事
に
就
く
こ
と
が
目
標
で

す
」。
そ
う
話
し
前
を
向
く
瞳
は

希
望
に
輝
い
て
い
た
。

　

１
９
３
１
年
、
世
界
初
の
太
平

洋
無
着
陸
横
断
飛
行
を
成
し
遂
げ

た
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
は
、
発
着

地
で
あ
る
三
沢
市
と
米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
を
固

い
絆
で
結
ん
だ
。
以
来
、
姉
妹
都

市
親
善
使
節
団
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
々
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
き

た
交
流
に
今
、
一
人
の
少
女
が
新

た
な
一
歩
を
刻
む
。

　

三
沢
高
校
に
通
う
原
田
彩
伎
さ

ん
は
、
３
月
の
卒
業
後
に
渡
米
。

姉
妹
都
市
に
あ
る
大
学
・
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｗ
Ｖ

Ｃ
）
へ
入
学
す
る
。
き
っ
か
け

は
、
１
年
前
に
発
行
さ
れ
た
「
広

報
み
さ
わ
」。
Ｗ
Ｖ
Ｃ
入
学
生
募

集
の
記
事
を
見
て
、
心
を
決
め

た
。
す
ぐ
決
心
で
き
た
の
に
は
理

由
が
あ
る
。
一
つ
は
、
姉
妹
都
市

友
好
親
善
大
使
と
し
て
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
バ
レ
ー
を
訪
問
し
た
経
験
。
未

知
の
世
界
で
の
経
験
は
視
野
を
広

げ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
現
地
の
人
々
は
心
温
か

く
信
頼
で
き
る
誠
実
さ
を
持
っ
て

い
た
。
も
う
一
つ
は
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
両
親
の
存
在
。「
思
い

切
っ
て
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」。

幼
い
頃
か
ら
英
語
塾
に
通
わ
せ
て

く
れ
た
、
先
見
の
明
を
持
つ
両
親

の
応
援
は
、何
よ
り
心
強
か
っ
た
。
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伎 さん

　堀口在住の 18 歳。三沢高校在学中の 2011 年５
月、姉妹都市友好親善大使の１人として米国ワシ
ントン州ウェナッチバレーを訪問。７日間の日程
で現地ホストファミリー宅にホームステイしなが
ら、中学校や大学、博物館などを訪問。さまざま
な生活や文化の違いなどを体験する。帰国後、海
外留学への想いを募らせている中で目にした、広
報 2012 年 3 月号のＷＶＣ入学者募集記事を見て決
意。すぐに英語の特訓を始め、同年８月に TOEFL
を受験し、入学基準をクリアした。
　入学の準備を進める日々、同じく姉妹都市親善
大使として訪米した仲間からの応援の声に「『みん
なもおいで』って言いたいです」と笑顔を見せる。

▲ 2011 年に姉妹都市を訪れた親善大使たち
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